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金
色
の
稲
穂
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

　

古
く
か
ら
の
歴
史
あ
る
山
県
市
は
、

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
を
名
乗
っ
て
い
て
、

戦
国
武
将
の
活
躍
し
た
時
代
に
思
い
を

馳
せ
る
土
地
で
も
あ
る
。
今
は
、
空
の

青
と
山
の
緑
の
中
で
、
金
属
加
工
業
や

果
樹
農
業
な
ど
の
産
業
を
中
心
に

２
万
７
千
人
が
暮
ら
す
市
で
あ
る
。

　
山
県
市
は
、
公
立
小
中
学
校
と
し
て

全
国
で
初
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
図
書

館
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
「
リ
ブ
ラ
イ
ズ
」

を
活
用
し
た
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
き
た
。
市

内
の
蔵
書
約
９
万
５
千
冊
が
「
リ
ブ
ラ

イ
ズ
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

学
校
図
書
館
の

地
域
住
民
へ
の
開
放

〈
岐
阜
県
山や

ま

県が
た

市
〉

山
県
市
立
桜さ
く
ら

尾お

小
学
校
図
書
館

　
山
県
市
立
桜
尾
小
学
校
は
、
岐
阜
市

の
北
、
岐
阜
駅
か
ら
バ
ス
で
約
40
分
の

距
離
に
あ
る
。
訪
れ
た
時
、
学
校
は
黄

S
D
G
s
未
来
都
市
に
学
ぶ

〈
愛
知
県
豊
田
市
〉

　
S
D
G
s
と
は
、Sustainable　

D
evelopm

ent�G
oals

の
略
で

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
国
連
1
9
2
か
国
が

全
会
一
致
で
決
定
し
た
国
際
目
標
。

2
0
3
0
年
達
成
に
向
け
て
、
世
界

的
な
共
通
課
題
に
対
し
て
17
の
大
き

な
目
標
を
設
定
。
目
標
達
成
の
た
め

の
具
体
的
な
項
目
を
1
6
9
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

　
S
D
G
s
は
、
全
て
の
国
と
地
域

が
取
り
組
む
地
球
版
総
合
計
画
の
よ

う
な
も
の
。
日
本
で
も
先
進
地
域
は

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
中

の
一
つ
と
し
て
、
「
S
D
G
s
未
来

都
市
」
に
２
０
１
８
年
６
月
に
選
定

さ
れ
た
豊
田
市
の
「
と
よ
た
エ
コ
フ

ル
タ
ウ
ン
」
を
訪
問
し
た
。

豊
田
市
と
羽
村
市
の
共
通
点

　
視
察
先
を
選
定
し
た
理
由
は
、
羽

村
市
と
の
共
通
点
が
あ
っ
た
こ
と
。

豊
田
市
は
、
2
0
0
9
年
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
に
選
定
さ
れ
、
2
0
1
0

年
に
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社

会
シ
ス
テ
ム
実
証
地
域
に
も
選
定
さ

れ
た
環
境
都
市
。
羽
村
市
も
ま
た
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
電
気

バ
ス
「
は
む
ら
ん
」
を
走
ら
せ
る

「
A
Z
E
M
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
に

　
桜
尾
小
学
校
で
は
こ
の
導
入
の
機
を

活
か
し
て
、
学
校
運
営
協
議
会
が
中
心

と
な
り
地
域
住
民
へ
学
校
図
書
館
開
放

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
が
開
い
て
い
る
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

図
書
館
で
閲
覧
や
貸
し
出
し
が
可
能
で

あ
る
。

　
山
下
敦
子
校
長
は
「
親
が
子
ど
も
に

読
み
聞
か
せ
た
い
本
や
、
大
人
が
読
ん

で
も
意
外
に
面
白
い
本
も
あ
る
。
最
近

は
安
全
の
面
か
ら
学
校
に
気
軽
に
立
ち

入
り
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
を

介
し
て
地
域
と
の
繋
が
り
を
作
り
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
地
域
の
方
の
利
用
も
徐
々
に
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
保
護
者
以
外
の

市
民
が
図
書
館
を
利
用
す
る
の
は
、
呼

び
か
け
だ
け
で
は
難
し
い
と
感
じ
た
。

▲学年ごとの推薦図書などがわかりやすく展示されている

▲地域の方へのお薦めコーナー「桜
さくら

人
びと

コーナー」

総
務
委
員
会
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若
者
議
会
の
取
組
み

〈
愛
知
県
新し

ん

城し
ろ

市
〉

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち

　
愛
知
県
東
部
に
位
置
す
る
新
城
市
に

お
い
て
、
平
成
25
年
の
市
長
選
で
３
選

を
果
た
し
た
穂
積
市
長
の
公
約
は
「
若

者
が
活
躍
す
る
ま
ち
を
め
ざ
す
」
で
あ

っ
た
。
翌
年
12
月
に
は
全
国
初
の
若
者

条
例
・
若
者
議
会
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

　
若
者
条
例
で
は
若
者
政
策
の
策
定
、

若
者
議
会
の
設
置
が
定
め
ら
れ
、
若
者

が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
資

す
る
提
案
に
は
市
の
予
算
が
１
千
万
円

を
限
度
に
計
上
さ
れ
る
。

　
若
者
議
会
は
市
長
の
諮
問
機
関
で
あ
り
、

委
員
は
20
人
以
内
、
概
ね
16
歳
か
ら
29

歳
で
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
若
者

で
構
成
さ
れ
る
。
委
員
任
期
は
１
年
、

委
員
の
身
分
は
非
常
勤
特
別
職
で
報
酬

と
交
通
費
が
支
給
さ
れ
る
。
今
年
度
で

５
期
目
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
「
図

書
館
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
「
消
防

団
加
入
促
進
事
業
」
「
教
育
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
事
業
」
等
々
、
多
彩
な
提
案
が

予
算
化
、
実
施
さ

れ
た
。
毎
年
11
月

に
市
長
に
政
策

答
申
し
、
次
年
度

予
算
に
反
映
さ
せ

て
い
る
。

　
今
回
の
視
察
研

修
の
説
明
員
は
、

若
者
議
会
О
B
の

竹
下
修
平
市
議
会

議
員
で
あ
っ
た
。
I
T
関
連
の
仕
事
を

辞
め
、
故
郷
の
た
め
に
働
く
彼
の
熱
意

を
感
じ
、
私
た
ち
も
「
世
代
の
リ
レ

ー
」
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

　

羽
村
市
に
お
い
て
も
意
欲
と
情
熱

が
あ
り
、
故
郷
を
愛
す
る
若
者
の
育

成
は
我
々
の
責
務
で
あ
る
事
を
強
く

感
じ
た
。

推
進
す
る
等
、
環
境
に
配
慮
し
て
い

る
先
進
都
市
で
も
あ
る
。

豊
田
市
の
取
組
み

　
水
素
燃
料
自
動
車
等
の
低
炭
素
交

通
シ
ス
テ
ム
、
小
型
一
人
乗
り
電
動
車

シ
ス
テ
ム
等
々
、
S
D
G
s
と
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
掛
け
合
わ
せ
た
取
組
み
を
進

め
る
中
で
、
ま
ず
は
職
員
に
S
D
G
s

の
意
識
を
浸
透
す
べ
く
啓
発
活
動
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
羽
村
市
も
、
教
育
・
子
育
て
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
S
D
G
s
の
理
念
を
も
っ
た
施
策

を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

▲ SDGs の 17 の目標を
　わかりやすく解説したボード

▲水素で走る燃料電池バス

▲第 2 期の若者議会のメンバー

新城市若者議会の仕組み

①　　諮問

市　長

②	若者総合政策を立案

④　　予算審議

市　長

市議会

新城市若者議会

③　　答申
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羽
村
市
の
市
街
地
面
積
や
就
業
人
口
の

約
1
割
に
あ
た
る
。
1
日
の
平
均
生
産

台
数
は
ト
ヨ
タ
S
U
V
車
や
小
型
ト
ラ

ッ
ク
等
8
0
0
台
ほ
ど
で
、
年
間
約

18
万
台
。
こ
こ
数
年
は
海
外
市
場
を
中

心
に
販
売
を
拡
大
し
て
お
り
、2

 

0

 
1
 8 

年
度
は
過
去
最
高
の
販
売
台
数
だ
っ
た
。

ト
ヨ
タ
受
託
車
の
生
産
ラ
イ
ン
を
見
学

　
S
U
V
車
「
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
プ

ラ
ド
」
「
F
J
ク
ル
ー
ザ
ー
」
の
生
産

ラ
イ
ン
は
連
続
2
直
交
代
制
で
、
従
業

員
平
均
年
齢
は
34
歳
。
ボ
デ
ィ
の
溶
接
、

塗
装
工
程
の
ほ
と
ん
ど
は
無
人
の
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

別
ラ
イ
ン
で
エ
ン
ジ
ン
や
シ
ー
ト
な
ど

を
取
り
付
け
ら
れ
た
シ
ャ
ー
シ
に
ボ
デ
ィ

を
載
せ
、
素
早
く
工
員
が
内
装
を
整
備
。

ボ
デ
ィ
形
状
や
色
が
多
数
混
在
し
て
も

効
率
よ
く
生
産
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
、

見
て
い
る
と
2
分
に
1
台
く
ら
い
の
速

さ
で
完
成
だ
。
工
場
内
に
部
品
の
過
剰

在
庫
は
な
く
、
無
人
の
運
搬
台
車
が
必

操
業
半
世
紀

羽
村
の
発
展
に
も
貢
献

〈
日
野
自
動
車
株
式
会
社
羽
村
工
場
〉

　
日
野
自
動
車
は
、
1
9
4
2
年
設
立
。

日
野
、
羽
村
、
新
田
、
古
河
に
主
要
4

工
場
が
あ
り
、
売
上
高
は
約
2
兆
円
、

従
業
員
は
3
万
4
千
人（
連
結
）と
い
う
。

　
羽
村
工
場
は
1
9
6
3
年
操
業
開
始
で
、

面
積
75
万
㎡
。従
業
員
数
は
4
4
0
0
人
、

要
部
品
を
運
び
、
騒
音
も
少
な
い
。
3

か
月
前
か
ら
生
産
計
画
を
た
て
、
必
要

部
品
や
人
員
な
ど
を
計
算
。
1
か
月
前

に
確
定
し
て
発
注
さ
れ
る
と
い
う
。
無

駄
を
省
く
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
取
り
入

れ
て
生
産
性
を
高
め
、
厳
格
な
品
質
管

理
の
も
と
高
品
質
・
高
性
能
の
車
両
を

効
率
よ
く
生
産
す
る
。

　

産
業
の
立
地
は
地
域
経
済
活
成
化
の
柱
で
す
。
「
職
住
近
接
」
を

掲
げ
、
都
内
で
も
有
数
の
製
造
品
出
荷
額
を
誇
る
羽
村
市
。
そ
の
代

表
的
企
業
で
あ
る
日
野
自
動
車
株
式
会
社
羽
村
工
場
と
、
最
新
設
備

の
茨
城
県
・
古
河
工
場
を
視
察
、
今
後
の
展
開
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的

　
地
元
へ
の
C
S
R
／
社
会
貢
献
活
動
に

も
積
極
的
だ
。敷
地
内
で
の
桜
ま
つ
り
、

地
域
の
夏
祭
り
や
産
業
祭
へ
の
参
加
。

自
然
環
境
保
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
加
わ
る
。
ま
た
、
東
京
唯
一
の
自

動
車
生
産
工
場
と
し
て
小
学
校
5
年
生

の
社
会
科
見
学
を
年
間
1
5
0
校
、

1
万
１
千
人
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
一

般
見
学
も
国
内
外
か
ら
3
5
0
0
人
が

訪
れ
る
と
い
う
か
ら
羽
村
市
の
認
知
度

ア
ッ
プ
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
ま
す

ま
す
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

▲ 2 トントラック生産ライン

▲ダカールラリー参戦車（羽村市産業祭）

▲羽村工場の全景

経
済
委
員
会
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環
境
配
慮

　
　
最
新
鋭
の
製
造
ラ
イ
ン

〈
日
野
自
動
車
株
式
会
社
古
河
工
場
〉

　

日
野
自
動
車
・
古
河
工
場
は
茨
城

県
古
河
市
郊
外
に
85
万
㎡
の
広
大
な

敷
地
を
構
え
、
2
0
1
7
年
に
本
格

稼
働
し
た
。
日
野
、
羽
村
、
新
田
に

次
ぐ
4
番
目
の
工
場
で
、
圏
央
道
の

開
通
で
本
社
か
ら
1
時
間
半
以
内
の

距
離
も
好
都
合
だ
っ
た
。
現
在
、
従

業
員
約
2
5
0
0
人
、
地
元
採
用
も

推
進
し
て
い
る
が
、
多
く
は
日
野
、

羽
村
工
場
か
ら
の
異
動
者
で
あ
る
。

工
場
長
も
23
年
間
羽
村
工
場
で
の
勤

務
だ
っ
た
と
い
う
。

少
量
、
多
品
種
を
１
つ
の
ラ
イ
ン
で
生
産

　
日
野
の
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
は
、
世
界

80
を
超
え
る
国
と
地
域
で
活
躍
し
て
い

る
。
そ
の
中
核
が
古
河
工
場
で
、
現
在
、

大
型
と
中
型
の
ト
ラ
ッ
ク
を
1
日
当
た

り
1
8
0
台
、
年
間
4
万
5
千
台
の
生

産
能
力
を
持
つ
。
見
学
し
た
完
成
車
組

立
工
場
は
、
外
光
も
取
り
入
れ
明
る
く

て
広
い
。
日
野
工
場
で
は
3
本
あ
っ
た

組
立
ラ
イ
ン
を
1
本
の
共
有
ラ
イ
ン
に
集

約
。異
な
る
車
種
や
台
数
を
、
モ
ジ
ュ

ー
ル
（
規
格
）
化
す
る
こ
と
で
素
早
く

完
成
す
る
最
先
端
技
術
だ
。
最
後
の
検

査
工
程
は
人
に
よ
る
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
。

さ
ま
ざ
ま
な
型
式
や
色
の
ト
ラ
ッ
ク
が

お
よ
そ
5
分
ご
と
に
完
成
し
て
い
く
工

法
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
ま
た
、
海
外
の

ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
現
地
組
立
）
工
場
へ

の
部
品
供
給
の
中
心
と
し
て
、
マ
ザ
ー

工
場
の
役
割
も
あ
る
と
い
う
。
地
元
雇

用
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献
活
動
で
の

地
域
活
性
化
効
果
も
大
き
い
。
近
隣
小

学
生
へ
の
環
境
学
習
や
交
通
安
全
教
室
、

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
協
賛
、

行
政
や
町
内
会
と
の
懇
談
も
行
い
相
互

協
力
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

羽
村
、
古
河
工
場
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

　
日
野
工
場
が
古
河
市
に
移
転
す
る
こ

と
を
う
け
て
、
「
羽
村
工
場
も
移
転

か
」
と
心
配
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
し

か
し
両
工
場
の
視
察
で
、
良
質
な
工
場

用
水
に
恵
ま
れ
た
羽
村
、
広
大
な
敷
地

の
古
河
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
や
、
生
産

体
制
の
位
置
づ
け
の
違
い
を
知
っ
た
。

工
場
の
あ
る
両
市
は
、
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
結
び
、
相
互
の
防
災
訓
練
や

産
業
祭
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　
古
河
工
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
3
つ

の
や
さ
し
さ
」
だ
。
「
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
」
「
働
く
人
に
や
さ
し
い
」

「
地
域
に
や
さ
し
い
」
は
自
動
車
工
場

の
将
来
像
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

▲ 1 レーンで多品種を生産する

▲社会貢献活動の一つ
　子どもたちの交通安全教室

■日野自動車の工場・施設

▲古河工場の全景

▲古河工場で説明を受ける
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高
齢
化
率
は
低
く
、
認
知
症
有
病
率
も

高
く
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、平
成
19
年
、

市
内
で
発
生
し
た
認
知
症
に
よ
る
鉄
道

事
故
を
き
っ
か
け
に
、
県
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
各
種
対
策
を
推
進
。

　
大
き
な
4
本
柱
と
し
て
、①
普
及
啓
発
、

②
容
態
に
応
じ
た
医
療
介
護
の
提
供
・

連
携
の
推
進
、
③
見
守
り
・
地
域
支
援

体
制
づ
く
り
、
④
認
知
症
の
本
人
・
家

族
へ
の
支
援
を
実
施
。
現
在
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
集
え
る
場
所
の
カ

フ
ェ
、
事
業
所
と
の
連
携
、
G
P
S
端

末
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
多
く
の
自
治
体
が

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
特
筆
す

べ
き
は
全
国
初
と
な
る
「
認
知
症
に
対

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

〈
愛
知
県
大お

お

府ぶ

市
〉

認
知
症
支
援
に
対
す
る
取
組
み

　
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、

認
知
症
に
な
る
方
も
増
え
て
い
る
現
状
で
、

国
に
お
い
て
も
認
知
症
対
策
基
本
法
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
に
な
り
、
5
人
に
1
人
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
2
0
2
5
年
に
は
、

認
知
症
の
方
は
7
0
0
万
人
に
も
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
早
急
に
対
策
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
。
羽
村
市
に
お
い

て
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
人
生

1
0
0
年
時
代
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

尊
厳
を
も
っ
て
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過

ご
し
た
い
も
の
。
そ
こ
で
、
先
進
的
に

対
策
を
進
め
て
い
る
愛
知
県
大
府
市
を

訪
問
し
、
各
種
施
策
を
学
ん
で
き
た
。

全
国
初
と
な
る
条
例
を
制
定

　
大
府
市
は
産
業
構
造
等
の
要
因
も
あ
り
、

す
る
不
安
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
」
の
制
定
で
対
策
を
大
き
く
前
進
さ

せ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
賠
償

責
任
保
険
に
市
が
加
入
す
る
こ
と
で
、

法
律
上
被
る
損
害
を
無
償
で
補
償
。
ま

た
、
行
方
不
明
者
捜
索
訓
練
を
自
治
区

単
位
で
実
施
。
医
師
会
・
歯
科
医
師

会
・
薬
剤
師
会
及
び
薬
品
企
業
と
の
連

携
協
定
の
締
結
な
ど
先
進
的
に
進
め
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や

広
報
等
で
周
知
し
て
多
く
の
方
々
と
共

有
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

う
か
が
え
た
。

　
最
後
に
大
府
市
で
は
「
徘
徊
」
と
い

う
言
葉
は
使
わ
な
い
と
の
こ
と
。
本
人

へ
の
尊
重
や
配
慮
、
ま
た
認
知
症
に
対

す
る
深
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

地
域
の
中
に
あ
る 

み
ん
な
の
居
場
所

　
そ
の
他
に
、
介
護
予
防
と
し
て
高
齢

者
等
の
集
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
「
常

設
サ
ロ
ン
」も
視
察
し
た
。週
4
日
以
上
、

1
日
4
時
間
以
上
を
個
人
宅
や
空
き
家
、

空
き
店
舗
、
集
会
所
等
を
活
用
し
て
開

催
す
る
事
を
条
件
に
、
市
が
補
助
し
て

い
る
。
居
場
所
、
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と

し
て
大
変
賑
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
他
に

月
1
回
以
上
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
も
市

内
1
0
0
か
所
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
作

る
手
作
り
の
食
事（
５
０
０
円
）

▲大府市の取組みに
　ついて説明を受ける

常設サロン
ふれあいの居場所　長草横丁

　常設サロンは、地域住民の居
場所であり、誰もが気軽に立ち
寄ることができます。食事・喫
茶や趣味の活動などを行うこと
ができます。

厚
生
委
員
会
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い
き
い
き

元
気
推
進
事
業
に
つ
い
て

〈
愛
知
県
東
海
市
〉

東
海
市
し
あ
わ
せ
村
と
は

　
東
海
市
は
昭
和
44
年
に
上
野
町
と
横

須
賀
町
が
合
併
し
、
愛
知
県
で
23
番
目

の
市
と
し
て
誕
生
。
中
部
圏
最
大
の
鉄

鋼
基
地
と
し
て
臨
海
工
業
地
帯
を
形
成

し
て
い
る
一
方
、
県
内
で
も
有
数
な
生

産
量
を
誇
る
洋
ラ
ン
や
全
国
有
数
の
フ

キ
の
産
地
と
い
う
都
市
近
郊
農
業
地
帯

を
形
成
し
て
い
る
。
面
積
は
約
43
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
人
口
は
平
成
31
年

４
月
で
約
11
万
５
千
人
。

　
東
海
市
し
あ
わ
せ
村
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
健
康
増
進
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

健
康
ふ
れ
あ
い
交
流
館
な
ど
が
整
備
さ

れ
た
複
合
施
設
で
あ
り
、
指
定
管
理
者

が
管
理
・
運
営
し
て
い
る
。

「
い
き
い
き
元
気
推
進
事
業
」

の
は
じ
ま
り
は

　
愛
知
県
の
市
区
町
村
別
の
平
均
寿
命

が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
東
海
市
の
順

位
が
と
て
も
低
く
、
ま
た
、
特
定
健
康

診
査
受
診
率
も
低
か
っ
た
。
市
民
の
健

康
意
識
の
低
さ
を
改
善
す
る
た
め
、
健

康
分
野
だ
け
で
な
く
都
市
基
盤
や
生
涯

学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
か
ら
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
2

年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
「
い
き
い
き

元
気
推
進
事
業
」
を
平
成
23
年
度
か
ら

開
始
し
た
。

生
き
が
い
を
持
ち健

康
に
暮
ら
す
た
め
に

　
「
生
き
が
い
が
あ
り
健
康
な
ま
ち
東

海
市
」
を
目
指
し
、
市
独
自
の
取
組
み

を
行
い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が

い
を
持
ち
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
〜
独
自
の
取
り
組
み
〜

1�

「
運
動
・
食
生
活
応
援
メ
ニ
ュ

ー
」
の
提
供
…
健
康
診
断
の
結
果
を
も

と
に
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ペ
ー
ス
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
等
の

目
安
が
わ
か
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。

２�

「
い
き
い
き
元
気
メ
ニ
ュ
ー
」
の

提
供
…
市
内
飲
食
店
と
管
理
栄
養
士
が

連
携
し
て
考
え
た
一
人
ひ
と
り
の
健
康

を
応
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
市
内
協
力
店

舗
で
提
供
。

３�

市
内
事
業
所
と
連
携
…
働
く
世
代

へ
の
取
組
み
と
し
て
、
市
内
事
業
所
を

対
象
に
健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
、

従
業
員
を
含
め
た
事
業
所
全
体
の
健
康

意
識
の
向
上
を
図
る
。

４�

「
ト
マ
ト
de
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
…
「
カ
ゴ
メ
発
祥
の
地
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ト
マ
ト
で
健
康
づ
く
り
条

例
を
制
定
し
、
ト
マ
ト
給
食
の
日
や
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
に
よ
る
乾
杯
を
推
奨
。

5�

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師

会
の
3
師
会
と
の
事
業
協
定

取
組
み
の
結
果

　
実
施
か
ら
8
年
が
経
ち
、
平
均
寿
命

や
1
人
当
た
り
の
医
療
費
の
抑
制
な
ど

一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
こ
の
事
業
。

羽
村
市
に
お
い
て
も
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
や
医
療
費
の
抑
制
な
ど
の
課
題

は
多
く
、
今
回
、
東
海
市
で
学
ん
だ
こ

と
を
参
考
に
、
議
会
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

▲健康ふれあい交流館のトレーニング室を
　利用する市民の皆さん

▲ 東海市しあわせ村（東海市ウェブページより）

▲ トマトジュースによる乾杯を
推奨している

▲ 運動・食生活応援メニュー
のパンフレット
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■陳情〆…請願・陳情の３月定例会審議予定分の締切
■議　運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、経済、厚生）
■予特（補正）
　…一般会計等予算審査特別委員会（令和元年度補正予算）
■予特…一般会計等予算審査特別委員会（令和２年度予算）
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

　
昨
年
の
暮
れ
に
興
味
深
い
ニ
ュ
ー
ス
の
放
映

が
あ
り
ま
し
た
。
板
橋
区
の
小
学
６
年
生
た

ち
が
区
議
会
に
陳
情
を
提
出
し
、
一
部
を
除
き

採
択
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　
放
課
後
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
公
園
が
、
あ

る
日
突
然
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
発
端

で
議
会
へ
陳
情
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

陳
情
結
果
を
受
け
て
、
板
橋
区
は
廃
校
に
な
っ

た
校
庭
の
平
日
１
時
間
開
放
等
を
行
っ
た
と

ニ
ュ
ー
ス
は
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
皆
様
か
ら
の
、
請
願
・
陳

情
を
審
議
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

（
濱　
中
）

【
広
報
委
員
会
委
員
】

　
中
嶋　
勝（
委
員
長
）

　
印
南　
修
太（
副
委
員
長
）

　
秋
山　
義
徳	

梶　
正
明

　
浜
中　
順	

富
永　
訓
正

　
大
塚　
あ
か
ね	

濱
中　
俊
男

編 集 後 記

議会を見よう！知ろう！
〜次の定例会は３月〜

羽村市公式サイト
 http://www.city.hamura.tokyo.jp/

しぎかいカレンダー
●３月定例会の予定●

本会議でどんなことがどのように話し合われて
いるのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりで
す。ぜひご覧ください。

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土

	 	 	 2 /19	20	 21	 22	

23	 24	 25	 26	 27	 28	 29	

3 /1	 2	 3	 4	 5	 6	 7	

8	 9	 10	 11	 12	 13	 14	

15	 16	 17	 18	 19	 20	 21	

22	 23	 24	 25	 26	 27	 28	

29	 30	 31

陳情〆

本会議 本会議 本会議

本会議 常任委 常任委

予特
（補正）

予特

議場で傍聴　ライブで	！

ケーブルテレビで生中継

会議録で読む

インターネットで録画中継

当日、直接議場へおいでください。

TCN多摩ケーブルネットワークで、本会議
の様子を生中継でご覧になれます。放送日
は横のカレンダーをご参照ください。

会議終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、羽村市公式ウェブサ
イトから見ることができます。

開催日の３日後から、インターネットで録画
中継を見ることができます。

1

2

4

3

議運

予特 予特

本会議


